
平成３０年度岡山県生涯学習審議会及び岡山県社会教育委員の会議

第２回会議開催要項

日 時 平成３１年３月１８日(月)
１３：３０～１５：３０

場 所 岡山県庁分庁舎６階共用会議室６０１

１ 開 会

２ 議 事

（１）協議事項

「社会教育施設を活用した学び直し」について

３ そ の 他

（１) 平成３１年度の主な事業案について

（２）第４２回中国・四国地区社会教育研究大会岡山大会

（平成３１年１１月７日（木）～８日（金））

４ 閉 会
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【任期　平成30年7月6日～平成32年7月5日】

番号 氏　　名 役　　職　　名 選出分野

1 井　辻　美　緒 ＹＫＧ６０（矢掛小中高子ども連合）共同代表 社会教育関係者

2 井　上　和　也 岡山県社会教育委員連絡協議会理事 社会教育関係者

3 大　西　泰　子 （一社）岡山県婦人協議会会長 社会教育・家庭教育関係者

4 小　田　幸　伸 高梁市教育委員会教育長 学識経験者

5 神　田　敏　和 岡山県PTA連合会会長 社会教育関係者

6 熊　谷　愼之輔 岡山大学大学院教育学研究科教授 学識経験者

7 嶋　田　　　学
瀬戸内市民図書館長
（岡山県都市図書館協会副会長）

社会教育関係者

8 清　水　玲　子 （株）山陽新聞社文化部部長 学識経験者

9 延　江　典　子 岡山県青年団協議会会長 社会教育関係者

10 波　多　洋　治 岡山県議会議員 学識経験者

11 福　本　まゆみ 岡山県立総社南高等学校長 学校教育関係者

12 藤　井　弥　生
NPO法人輝くママ支援ネットワークぱらママ代
表理事

家庭教育関係者

13 藤　木　茂　彦 （株）丸五代表取締役社長 学識経験者

14 松　本　俊　郎 放送大学岡山学習センター所長 学校教育関係者

15 村　木　生　久 岡山県公民館連合会副会長 社会教育関係者

（５０音順）

平成３０年度岡山県生涯学習審議会委員及び岡山県社会教育委員の会議委員
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生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律（抜粋）

（都道府県生涯学習審議会）

第10条 都道府県に、都道府県生涯学習審議会（以下「都道府県審議会」という。）を置くこ
とができる。

２ 都道府県審議会は、都道府県の教育委員会又は知事の諮問に応じ、当該都道府県の処理す
る事務に関し、生涯学習に資するための施策の総合的な推進に関する重要事項を調査審議す
る。

３ 都道府県審議会は、前項に規定する事項に関し必要と認める事項を当該都道府県の教育委
員会又は知事に建議することができる。

４ 前３項に定めるもののほか、都道府県審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、条例で
定める。

岡 山 県 生 涯 学 習 審 議 会 条 例
（設置）
第１条 生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律（平成２年法律第７１
号）第１０条第１項の規定により、岡山県生涯学習審議会（以下「審議会」という。）を置
く。

（組織）
第２条 審議会は、委員２５人以内で組織する。
（委員）
第３条 委員は、生涯学習に関し識見を有する者のうちから、知事の意見を聴いて、教育委員
会が任命する。

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。
３ 委員は、再任されることができる。
（会長及び副会長）
第４条 審議会に、会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。
２ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。
３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。
（専門委員）
第５条 審議会に、専門の事項を調査させるため必要があるときは、専門委員を置くことがで
きる。

２ 専門委員は、当該専門の事項に関し学識経験のある者のうちから、知事の意見を聴いて、
教育委員会が任命する。

３ 専門委員は、会長の命を受け、専門の事項を調査する。
４ 専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解任されるものとする。
（部会）
第６条 審議会は、その定めるところにより、部会を置くことができる。
２ 部会に属すべき委員及び専門委員は、会長が指名する。
３ 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によりこれを定める。
４ 部会長は、部会の事務を掌理する。
５ 部会長に事故があるときは、部会に属する委員のうちから部会長があらかじめ指名する委
員がその職務を代理する。

（会議）
第７条 審議会の会議は、会長が必要に応じて招集し、会長が議長となる。
２ 審議会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。
３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ
による。

４ 前３項の規定は、部会に準用する。
（庶務）
第８条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において行う。
（その他）
第９条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、審議会が定める。

附則 この条例は、平成１３年１月６日から施行する。
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社 会 教 育 法 （ 抜 粋 ）
（審議会等への諮問）
第13条 国又は地方公共団体が社会教育関係団体に対し補助金を交付しようとする場合には、
あらかじめ、国にあつては文部科学大臣が審議会等（国家行政組織法（昭和23年法律第120
号）第８条に規定する機関をいう。第51条第３項において同じ。）で政令で定めるものの、
地方公共団体にあつては教育委員会が社会教育委員の会議（社会教育委員が置かれていない
場合には、条例で定めるところにより社会教育に係る補助金の交付に関する事項を調査審議
する審議会その他の合議制の機関）の意見を聴いて行わなければならない。

（社会教育委員の設置）

第15条 都道府県及び市町村に社会教育委員を置くことができる。
１ 社会教育委員は、教育委員会が委嘱する。

（社会教育委員の職務）
第17条 社会教育委員は、社会教育に関し教育委員会に助言するため、次の職務を行う。
一 社会教育に関する諸計画を立案すること。
二 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意見を述べるこ
と。
三 前２号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。

２ 社会教育委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関し意見を述べることができる。
３ 市町村の社会教育委員は、当該市町村の教育委員会から委嘱を受けた青少年教育に関する
特定の事項について、社会教育関係団体、社会教育指導者その他関係者に対し、助言と指導
を与えることができる。

（社会教育委員の委嘱の基準等）
第18条 社会教育委員の委嘱の基準、定数及び任期その他社会教育委員に関し必要な事項は、
当該地方公共団体の条例で定める。この場合において、社会教育委員の委嘱の基準について
は、文部科学省令で定める基準を参酌するものとする。

岡山県社会教育委員の委嘱の基準、定数及び任期に関する条例（抜粋）
（委員の委嘱の基準）
第２条 委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並び
に学識経験のある者のうちから、岡山県教育委員会が委嘱する。

（委員の定数）
第３条 委員の定数は、15名以内とする。
（委員の任期）
第４条 委員の任期は、２年とし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただし、岡
山県教育委員会は、特別の事情があると認めたときは、委員の任期中でも解嘱することがで
きる。
附則 この条例は、平成26年４月１日から施行する。

岡山県社会教育委員の会議に関する規則
(趣旨)
第１条 この規則は、岡山県社会教育委員(以下「委員」という。)をもつて構成される岡山県
社会教育委員の会議(以下「会議」という。)の運営に関し必要な事項を定めるものとする。

(会議)
第２条 会議に、議長及び副議長各一名を置き、委員の互選により定める。
２ 議長及び副議長の任期は、委員としての在任期間とする。
３ 議長は、会議を主宰する。議長に事故があるとき、又は欠けたときは、副議長がその職務
を代理する。

第３条 会議は、議長が必要に応じて招集する。
２ 委員の過半数が出席しなければ会議を開き、議事を決することができない。
３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。
(専門部会)
第４条 会議に、議長が指名する委員をもつて構成する専門部会(以下「部会」という。)を置
くことができる。

２ 部会は、会議から付託された事項の調査及び審議を行う。
３ 部会に部会長及び副部会長を置き、部会に属する委員のうちから互選により定める。
４ 部会長は、部会を招集し、主宰する。
５ 部会長に事故のあるとき又は欠けたときは、副部会長がその職務を代理する。
(事務)
第５条 会議に関する事務は、教育庁生涯学習課においてつかさどる。
(その他)
第６条 この規則の施行に関し必要な事項は、議長が別に定める。
附 則
1 この規則は、平成９年４月１日から施行する。
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岡山県生涯学習審議会及び岡山県社会教育委員の会議

議事運営等に関する申し合わせ事項

１ 議事運営について

（１） 会議は公開とする。ただし、会長が認めたときは非公開とすることがで

きる。

（２） 審議の経過及び結果の発表が必要な場合は、会長又は会長の指名する者

が行う。

（３） 会長は、必要があると認めるときは、会議に関係者等を招き、意見の開

陳又は説明を求めることができる。

２ 議事要旨について

（１） 議事要旨は公開とし、後日県のホームページに掲載する。
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岡山県生涯学習審議会及び岡山県社会教育委員の会議 会議傍聴要領

岡山県生涯学習審議会及び岡山県社会教育委員の会議は、「審議会等の設置及び運営

等に関する指針」の趣旨に則り公開いたします。会議傍聴上の留意事項は次のとおりで

すので、よくお読みください。

１ 会議の公開

会議は原則として公開ですが、会長が認めた場合は、非公開となります。

２ 傍聴の手続

（１）傍聴を希望される方は、開議前に傍聴受付簿に氏名、住所を記入しなければなり

ません。

（２）傍聴人数に制限は設けませんが、会議室の制約上、傍聴をお断りすることがあり

ますので御了承ください。

なお、報道関係者で会長が認めた場合は、定められた傍聴人数とは別に傍聴する

ことができます。

３ 傍聴できない方

傍聴人は、係員の指示に従い傍聴席に入場してください。ただし、次の各号のいず

れかに該当する場合は、傍聴することができません。

（１）酒気を帯びていると認められる場合

（２）会議の妨害となると認められるものを携帯している場合

（３）その他会議の公正又は円滑な運営を妨害するおそれがあると会長が認めた場合

４ 傍聴される方に守っていただきたいこと

傍聴される方は、次のことをしてはいけません。

（１）みだりに傍聴席を離れること。

（２）飲食すること。

（３）私語、談話、拍手等をすること。

（４）議事に批評を加え、又は意見を表明すること。

（５）許可なく写真を撮影し、録音その他これらに類する行為を行うこと。

（６）携帯電話用装置その他の無線通話装置を使用しないこと。

（７）その他会議の妨害となるような行為をすること。

５ 違反に対する措置及び退場

上記に違反したときは、直ちにその行為を中止させますが、その命令に従わないと

きは、当該傍聴人を退場させます。

上記退場を命じられた場合や、会議を非公開とする議決があったときは、速やかに

退場しなければなりません。

６ その他

上記のほか、会議の傍聴に関し、別に指示があったときは、それに従ってください。
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生涯学習審議会・社会教育委員の会議の研究について 

１ 第１回会議の議論の整理 

  ・対象を「現役世代」から「子育て世代」に変更

  ・社会教育施設に限定せず、社会教育施設等とし社会教育関係団体も加える

２ 子供の教育課題解消につながる子育て世代の学びとは何か 

  ・子育てについての悩みや不安の有無、その内容、及び解決する方法

   （国や県の調査より）

３ なぜ子育て世代の地域とのつながりに社会教育施設等の活用が必要なのか 

  ・子育て世代の社会教育施設や地域とのつながりが、子供への影響

  ・全国の取組事例

４ 課題の整理 

  ・子育て世代の親の学びの重要性と、親の地域とのつながりの重要性が説明できても、

困難な状況にある家庭は、依然、難しく、教育格差が広がるのでないか。

  そこで、今後の展開として

   ① 困難な状況にある子育て世代の現状についてヒアリング 

     （例）母子・父子家庭支援団体 

外国籍の家庭を支援する団体 

障害を抱えた家庭を支援する団体 等 

   ② 子育て世代の現状を踏まえ、学びの場を提供する方法について整理 

課題（例） 対策（例） 

取っかかりの入り口が分からない 子育て世代の立場で整理 

窓口の一本化・拠点の設置 

学習の場に参加できない Web を使っての情報提供 

多様な学習の場の提供 

子育て世代の学びの循環が十分でない 今までの取組成果や好事例の活用 

地域とのつながりや社会参画の促進 

５ 研究テーマ 

案①「子育て世代の学びを支える生涯学習・社会教育の在り方」 

案②「全ての子育て世代が状況に応じて学習できる体制整備について」 

案③「困難な状況にある子育て世代の学びを支える生涯学習・社会教育の在り方」 

資料１
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議論の整理

1

資料２

第１回会議後の整理～子育て世代の学び直し～

研究が十分でない

子供 高齢者

大人【人生１００年】

⨁誰もが学びやすい環境設定の必要性
⛔きっかけがない
⛔あまり使わない
⛔なぜ社会教育施設なのか

⨁大人の学びを見つめ直す
⨁主婦層の学び直しが重要→子供への影響は大
⛔個人的なこと
⛔仕事が忙しい
⛔働きながら難しい

今までの研究

「社会教育施設を活用した学び直し」
～現役世代の学びと地域とのつながりについて～

現役世代
・高校、大学等を
卒業～退職まで
の大人

学び

地域とのつながり
・社会教育施設

活力ある地域づくり
・地域との接点
・活躍の場

⨁社会教育施設の活性化
⛔地域への還元まで
考えるとハードル
が高い

2
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第１回会議後の整理～子育て世代の学び直し～

「子育て世代の学び直し」
～親の学びや地域とのつながりが子供に与える影響～

現役世代
（子育て世代の親）

・子育て
・仕事
・きっかけ

学び
・学習
・体験
・交流

地域との
つながり
・社会教育施設（図書館、公民館、博物館）

・社会教育関係団体（ＰＴＡ等）
・地域との接点（地域の行事）
・活躍の場

活力ある
地域づくり

少
な
い

忙
し
い

親の姿が子供に与える影響

親の姿が子供に与える影響

機
会
の
減
少

大人（子育て世代）

3

子供の教育
課題の解決

１ 子育て世代の
「学び」とは？

（現状把握：学びのニーズ）
子育て世代の悩みや不安の
有無、内容、解決方法の現状

①子育て世代のどんな「学び」が、
子供の教育課題の解決につながるのか？

4
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１（１） 子育てについての
悩みや不安の有無

5

全国の実態
平成２８年度「家庭教育の総合的推進に関する調査研究～家庭教育支援の充実のための実態等把握調査研究～」

◯子育てについての「悩みや不安がある」は、41.4％

◯性別で見ると「悩みや不安がある」のは、男性34.0％、女性47.6％

6
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◯子育てや教育についての悩みが「ある」割合は、
小学５年生の保護者で45.8％、中学２年生の保護者で49.9％

小学５年生の保護者

中学２年生の保護者

県の実態
「岡山県子どもの生活実態調査 報告書」（平成３０年３月）

7

１（２） 子育てについての
悩みや不安の内容

8
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全国の実態
平成２８年度「家庭教育の総合的推進に関する調査研究～家庭教育支援の充実のための実態等把握調査研究～」

◯「子供の勉強や進学のこと」が59.9％で最も高い。
◯年代別、末子年齢別にみると、「子供の勉強や進学のこと」や「子供の教育費のこと」
が年代、末子年齢が上がるにつれ、高くなる傾向。「子供のしつけやマナーのこと」は
逆に低くなる傾向。

◯平成20年度調査と比較すると、「子供の勉強や進学のこと」が13.3ポイント高くなって
いる。

9

県の実態１
「青少年の意識等に関する調査 報告書」（平成２８年度岡山県）

◯「子供の進学や受験のことが心配である」が47.7％と最も高い。
◯小・中・高等学校と上がるにつれて「子供の就職が心配である」が高くなっている。

10
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・「悩みや不安が全くない」と回答した親は家庭教育を取り巻く環境が困難

【参考】
子育てについての「悩みや不安が全くない」と回答した親の状況
平成２８年度「家庭教育の総合的推進に関する調査研究～家庭教育支援の充実のための実態等把握調査研究～」

11

１（３） 子育てについての
悩みや不安を解決する方法

12
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子育てについての悩みや不安を解決する方法

「場」 と 「学習内容」

•相談
•学習機会の提供
•情報提供

①子育て世代のどんな「学び」が、
子供の教育課題の解決につながるのか？

子育て支援

家庭教育支援

13

◯「配偶者」が61.1％と最も高い。ついで、「友人」が58.5％、「あなたの父母」が43.1％。
◯経年比較でみると、「あなたの父母」が高くなっている。
◯子供の学年が上がるにつれて、「配偶者」「あなたの父母」が低くなっている。

現状（相談） 心配事や悩みの相談相手
「青少年の意識等に関する調査 報告書」（平成２８年度岡山県）

・相談の場での対応は学校が多い。
・全体的に見ると低い。

14
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◯悩みや不安を持つ親は、そうでない親と比べて、家庭教育に関する講座や研修会の
参加割合が高いが、「よく参加する」と「時々参加する」を会わせても２割に届かない。

16.7

現状（学習機会） 講座や研修会の参加の状況
平成２８年度「家庭教育の総合的推進に関する調査研究～家庭教育支援の充実のための実態等把握調査研究～」

15

◯受けてみたい家庭教育支援、「特にない」が約６割。

現状（学習機会） 受けてみたい家庭教育支援
平成２８年度「家庭教育の総合的推進に関する調査研究～家庭教育支援の充実のための実態等把握調査研究～」

16
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◯悩みや不安を持つ親の家庭教育支援に関する情報入手先は、「配偶者」と
「インターネット」が最も高い。

現状（情報提供） 情報入手先
平成２８年度「家庭教育の総合的推進に関する調査研究～家庭教育支援の充実のための実態等把握調査研究～」

17

２ なぜ子育て世代の
地域とのつながりに

社会教育施設等の活用が
必要なのか？

18

okayamaken
テキストボックス
16



２（１）子供への影響について

19

文化施設の利用頻度（博物館・科学館）

◯学力が低い層で「行ったことがない」「ほとんど行かない」と答えた割合が高くなっている。

家庭の文化的環境が子供の学力に与える影響
平成２９年度全国学力・学習状況調査「保護者に対する調査」

20
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文化施設の利用頻度（図書館）

◯図書館に利用頻度は、博物館や科学館に比べて、いずれの学力層においても全体的
に高い。
◯他の文化施設に比べ、「近隣にないため行きことはできない」と答えた割合は1.2％程度
にもかかわらず、「ほとんど行かない」と答えた割合が学力Ａ層で２割、学力Ｄ層で35％
程度いる。
◯特に、学力Ｄ層の子供の利用が少ない。

家庭の文化的環境が子供の学力に与える影響
平成２９年度全国学力・学習状況調査「保護者に対する調査」

21

◯地域との関わりのある親の家庭では、そうでない家庭に比べて、家庭教育に関する
各指標が低い（高い）割合を示す等、充実した環境で家庭教育が行われている。

地域との関わりが家庭教育に与える影響（全国）
平成２８年度「家庭教育の総合的推進に関する調査研究～家庭教育支援の充実のための実態等把握調査研究～」

22
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２（２）全国の好事例について

23

教育再生実行会議第十次提言
「自己肯定感を高め、自らの手で未来を切り拓く子供を育む教育の実現
に向けた、学校、家庭、地域の教育力の向上」（平成29年6月1日）

•提言内容の一部
支援が必要な子供や保護者が、乳幼児期から学齢期、社会参加に至

るまで、地域で切れ目のない支援が受けられる支援体制の整備

•現状の課題
必要となる相談窓口が分散して分かりにくい

相談窓口が分からず誰に相談していいか分からない

•大阪府能勢町の事例
拠点となるセンターの設置

保護者からの相談窓口の一本化

•大東市の事例

24
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インターネットを活用した取組
○代表的な取組として

• あおもり子育てネット
• 家庭教育応援ナビ すくすく育ていばらきっ子

• 子育てネッ！とやま
• ふくおか子育てパーク

◯主な内容として

• 相談事例（学習内容）と相談窓口の一体化
• 映像を使った講義
• 支援団体の情報提供や掲示板の開設
• 子供向けイベント情報（各地域、毎月の情報提供）
• 子供から保護者向けのおすすめ本
• メルマガの実施 等

27
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過去の家庭教育支援の関する提言との違い 

○社会教育委員の会議 

「家庭の教育力充実に向けた取組について～子育て支援団体との連携を中心として～

（H18.3）」 

 【取組】・子育て支援団体の活動状況及び活動を通して感じる課題について調査 

 【課題】・調査対象が、就学前の子供とその保護者に限定 

・子育て支援団体の取組に参加できる保護者の状況に限定 

・課題を抱える保護者への対応は不十分 

「社会全体で子どもを育む方策・取組について～家庭・地域社会の教育力向上をめざして

（H22.3）～」 

 【取組】・子供の各発達段階において支援している６団体や企業にヒアリング

 【課題】・課題を抱える保護者への対応は不十分

「子どもも大人も育ち合う教育支援体制づくり～家庭・地域社会の教育力の向上をめざし

（H24.3）て～」 

【取組】・県内外の５事例の研究をとおして、それぞれの地域で進められてきている様々

な教育支援の取組をつなぐ教育支援体制づくりを検討

 【課題】・既存の取組をベースにしたネットワークづくり、ネットワークから一体的・総

合的な地域の教育支援体制の整備を求めたが、地域で子供を支える体制づくりは

進むものの、家庭の教育力の向上には依然課題が残っている。

○生涯学習審議会 

「全ての子どものための家庭教育支援の充実に向けて～教育県岡山の復活を目指して～

（H29.7）」 

 【取組】・教育委員会の取組（家庭教育支援チーム）についてヒアリング

・保健福祉部やＮＰＯにおける取組についてヒアリング 

 【課題】・現在、行われている先進的な行政やＮＰＯの取組の普及・拡大（課題として子

育て支援と家庭教育支援の縦割り感が依然残っている）

⇒ 今までの研究は、既存の取組の有効活用や好事例の普及であり、行政の立場での体制づ

くりになっている。そのため、依然として縦割りであり、連携の難しさが残っている。ま

た、課題を抱える保護者への対応は不十分な状況であり、家庭の教育力の向上には依然課

題が残っている。 

そこで、今期の研究では、子育て世代の親の実態を踏まえ、親の学びを軸にした体制づ

くり検討していきたい。 

資料３ 
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テーマ「社会教育施設を活用した学び直しについて」（案） 

～現役世代の学びと地域とのつながりについて～ 

■テーマの設定と協議内容について 

人生 100 年時代においては、全ての人が生涯を通して自ら学び続け、学んだことを活かして活

躍できるようにすることが求められます。 

しかし、現役子育て世代においては、学びのニーズはあるものの、「仕事や子育てが忙しくて

時間がない」とか、「きっかけがつかめない」等の理由で学習の実現に至っておりません。また、

「学びの場」である社会教育施設での取組には、現役世代の関わりが少なく、地域とのつながり

の接点、「活躍の場」も少ない多くないのが現状です。加えて、本県においては、今まで現役子

育て世代の親の学びと子どもに与える影響についての研究も十分にできていない状況がありま

す。

そこで、今回の研究は、現役子育て世代の親の学びやを通しての地域とのつながり、そして、

それが子供に与える影響を見直していきたいと考えています。そして、この世代の社会への参画

を促すことで、さらに活力ある地域づくりを目指していきたいと考えています。

いつでも、誰でも学び直しができ親が学んでいる姿、社会で活躍しているすることができる大

人の姿を子どもが身近に感じることは、子供の教育にとっても有意義であると考えております。 

つきましては、現役子育て世代の学びの現状と課題、地域とのつながりについての現状と課題、

及びこれらが子どもに与える影響についてそれぞれのお立場から御意見をいただき、その後の展

開として社会教育施設や社会教育関係団体を活用した学びの方策等について御協議いただきた

いと考えています。

※ 現役世代とは、高等学校・大学等を卒業してから退職するまでの大人

■スケジュール 

◯平成３０年９月５日 

・研究課題の方向性について

◯平成３１年３月予定 

・調査の結果について

・県内外の好事例について

・社会教育施設を活用した学び直しを推進してく方策について（協議）

◯平成３１年１０月予定 

・前回協議内容について（事務局）

・追加調査の結果について

・県内外の好事例について

・社会教育施設を活用した学び直しを推進してく方策について（協議）

◯平成３２年３月予定 

・前回協議内容について（事務局）

・社会教育施設を活用した学び直しを推進してく方策について（協議）

◯平成３２年５月予定 

・前回協議内容について（事務局）

・提言案の取りまとめ→教育長へ提言書（平成３２年６月予定）

テーマ「                     」（案） 

■テーマの設定と協議内容について 

人生 100 年時代においては、全ての人が生涯を通して自ら学び続け、学んだことを活かして活

躍できるようにすることが求められます。 

しかし、子育て世代においては、学びのニーズはあるものの、「仕事や子育てが忙しくて時間

がない」とか、「きっかけがつかめない」等の理由で学習の実現に至っておりません。また、地

域とのつながりの接点、「活躍の場」も多くないのが現状です。加えて、本県においては、今ま

で子育て世代の親の学びと子供に与える影響についての研究も十分にできていない状況があり

ます。

そこで、今回の研究は、子育て世代の親の学びや地域とのつながり、そして、それが子供に与

える影響を見直していきたいと考えています。 

親が学んでいる姿、社会で活躍している姿を子供が身近に感じることは、子供の教育にとって

も有意義であると考えております。 

つきましては、子育て世代の学びの現状と課題、地域とのつながりの現状と課題、及びこれら

が子どもに与える影響についてそれぞれのお立場から御意見をいただき、その後の展開として社

会教育施設や社会教育関係団体を活用した学びの方策等について御協議いただきたいと考えて

います。

テーマ  案①「子育て世代の親の学びを支える生涯学習・社会教育の在り方」 

案②「全ての子育て世代が状況に応じて学習できる体制整備について」

案③「困難な状況にある子育て世代の学びを支える生涯学習・社会教育の在り方」

■スケジュール 

◯平成３０年９月５日 

・研究課題の方向性について

◯平成３１年３月予定 

・研究課題の方向性について

・子育て世代の現状について（協議）

 ◯平成３１年５～７月予定 

  ・子育て世代の現状について（ヒアリング）

・アンケートの実施 など

◯平成３１年１０月予定 

・前回協議内容について（事務局）

・調査の結果について

・社会教育施設や社会教育関係団体を活用した学び直しを推進してく方策について（協議）

◯平成３２年３月予定 

・前回協議内容について（事務局）

・提言案の取りまとめ（協議）

◯平成３２年５月予定 

・前回協議内容について（事務局）

・提言案の取りまとめ→教育長へ提言書（平成３２年６月予定）

資料４
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